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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

ニホンライチョウ（Lagopus muta japonicas）は，キジ目ライチョウ科ライチョウ 31
亜種のうちで世界最南端に生息する亜種であり，日本の重要な固有種であるが，地球温暖

化の影響を受けて絶滅の危機に瀕している種であることが強く懸念されている。そのため，

国内では近年生息域内外での保全の取り組みが進められているが，生息域外保全を行う動

物園ではいまだに繁殖学的・生理学的なデータが極めて少ない現況にある。そこで本研究

では，まず飼育下で既に繁殖が成功している同じライチョウ科の亜種であるスバールバル

ライチョウ（L. m. hyperboreus）を用いて，各動物園で飼育されている異なる光線管理下

での個体の内分泌状態を調査し，さらにはそのモニタリング結果から得られた生理学的な

知見から，外的な環境の変化に伴う生殖腺活動，換羽の発現並びに体重の変動などへの影

響を解明した。さらにこれらの結果をニホンライチョウの生息域内外の保全に応用するた

めに生息域内で採取した排泄糞から DNA を抽出して PCR 法によって性判別を行い，一方

で性ステロイドホルモン代謝物を同じ糞試料から抽出して酵素免疫測定法により測定して，

雌雄各個体の糞中のステロイドホルモン含量の動態を調査して内分泌状態の把握を試みた。 
 本研究では，先ずスバールバルライチョウの内分泌動態を非侵襲的に行う糞試料に関し

て腸糞と盲腸糞でモニタリングを試み，モニタリングを行う試料としては腸糞の方が適切

であることを明らかにし，次に飼育下スバールバルライチョウの腸糞から長期間内分泌モ

ニタリングを行い，照明条件や外気温などの環境からの刺激が内分泌活動へ大きな影響を

与え，その結果本種の繁殖行動，肉冠の形態，換羽に伴う外観および体重と採食量に明確

な変化をもたらしていることを解明した。これらの内分泌学的な知見をニホンライチョウ

に応用するため，先ずライチョウの糞由来 DNA を用いた PCR 法による性判別方法を検討

し，これまでに鳥類で報告されている P2/P8 と 2550F/2718R のプライマー2 種を用いて性



判別を行った結果，2550F/2718R の方が P2/P8 よりも本種の性判別に適していることを

明らかにした。その検討を行った上で，さらにこの 2550F/2718R プライマーからの増幅産

物のシークエンスデータを基にプライマーLm-F/Lm-R を設計し，Z 染色体由来増幅産物の

増幅率を上げて性判別率を向上させた。さらに，野生ニホンライチョウの内分泌動態の状

況を雌雄別に把握するために，生息地内で採取した糞試料を Lm-F/Lm-R プライマーを用

いて PCR 法を行い雌雄を判定し，それと同時に雌雄の糞中のステロイドホルモン含量の動

態を野生での繁殖行動学的知見と合わせて詳細に調査して，本種の季節的な生殖腺活動に

関する知見を多く明らかにした。 
これらの研究成果は，今後特に国内で進められるニホンライチョウの飼育下繁殖におい

て極めて重要な知見を与え，今後の本種の生息域内外の保全に大いに貢献するものと考え

られた。 
 

審 査 結 果 の 要 旨 
 

ニホンライチョウ（Lagopus muta japonicas）は，キジ目ライチョウ科ライチョウ

31 亜種のうちで世界最南端に生息する亜種であり，日本の重要な固有種であるが，地

球温暖化の影響を受けて絶滅の危機に瀕している種であることが強く懸念されている。

そのため，国内では近年生息域内外での保全の取り組みが進められているが，生息域

外保全を行う動物園ではいまだに繁殖学的・生理学的なデータが極めて少ない現況に

ある。そこで本研究では，まず飼育下で既に繁殖が成功している同じライチョウ科の

亜種であるスバールバルライチョウ（L. m. hyperboreus）を用いて，各動物園で飼育

されている異なる光線管理下での個体の内分泌状態を調査し，さらにはそのモニタリ

ング結果から得られた生理学的な知見から，外的な環境の変化に伴う生殖腺活動，換

羽の発現並びに体重の変動などへの影響を解明した。さらにこれらの結果をニホンラ

イチョウの生息域内外の保全に応用するために生息域内で採取した排泄糞から DNA
を抽出して PCR 法によって性判別を行い，一方で性ステロイドホルモン代謝物を同じ

糞試料から抽出して酵素免疫測定法により測定して，雌雄各個体の糞中のステロイド

ホルモン含量の動態を調査して内分泌状態の把握を試みている。 
本研究は４章からなり，第 1 章ではスバールバルライチョウの内分泌動態の非侵襲

的なモニタリング試料としての糞中のステロイドホルモン代謝物含量についての調査，

第 2 章では非侵襲的に飼育下スバールバルライチョウの内分泌動態の長期モニタリン

グ調査，第 3 章ではライチョウの糞由来 DNA を用いた PCR 法による性判別方法の確

立，第 4 章では野生ニホンライチョウの雌雄判別とそれらの内分泌動態を検討し解明

している。 
 第 1 章では，スバールバルライチョウの内分泌動態を非侵襲的に行う糞試料に関し

て腸糞と盲腸糞でモニタリングを試み，モニタリングを行う試料としては腸糞の方が

適切であることを明らかにした。第 2 章では，飼育下スバールバルライチョウの腸糞

から長期間内分泌モニタリングを行い，照明条件や外気温などの環境からの刺激が内

分泌活動へ大きな影響を与え，その結果本種の繁殖行動，肉冠の形態，換羽に伴う外

観および体重と採食量に明確な変化をもたらしていることを解明した。第 3 章では，



ライチョウの糞由来 DNA を用いた PCR 法による性判別方法を検討し，これまでに鳥

類で報告されているプライマーには P2/P8 と 2550F/2718R があるが，2550F/2718R 
の方が P2/P8 よりも本種の性判別に適していることを明らかにした。その検討を行っ

た上で，さらにこの 2550F/2718R プライマーからの増幅産物のシークエンスデータを

基にプライマーLm-F/Lm-R を設計し，Z 染色体由来増幅産物の増幅率を上げて性判別

率を向上させた。さらに第 4 章では，野生ニホンライチョウの内分泌動態の状況を雌

雄別に把握するために，生息地内で採取した糞試料を第 3 章で作製したプライマー

Lm-F/Lm-R を用いた PCR 法により雌雄を判定し，同時に雌雄の糞中のステロイドホ

ルモン含量の動態を野生での繁殖行動学的知見と合わせ て詳細に調査して，本種の

季節的な生殖腺活動に関する知見を多く明らかにすることができた。これらの研究成

果は，今後特に国内で進められるニホンライチョウの飼育下繁殖において極めて重要

な知見を与え，今後の本種の生息域内外の保全に大いに貢献するものと考えられた。 
 以上について，審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位

論文として十分価値あるものと認めた。 
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